






小児気管支喘息の原因抗原として,吸入性抗原では家塵に次いで真菌が重要である｡しかし,

真菌抗原は遅発型反応の頻度も高く,真菌抗原による減感作療法は安易に行うべきでない

との意見がある。今回,真菌抗原による減感作療法を実施した症例について,その効果と副

反応の頻度を知る目的で調査を行った。 


